
令和７年３月10日

兄  島  現  地  踏  査

３月10日、兄島の大丸山付近において、グリーンアノール対策のひとつであ
る囲い込み柵の設置状況確認と次年度の修復事業地踏査を行いました。
グリーンアノールは、父島、母島及び兄島に生息している特定外来生物で、

兄島南部では2013年に初めて発見され、環境省を中心に、粘着トラップでの
捕獲、アノール柵の設置などの対策を関係機関が連携して行っています。
引き続き昆虫の保全と、兄島北部と隣接する弟島への侵入のリスクを低減す

るため、当センターも協力していきたいと思います。

作成中のアノール柵

リュウキュウマツとモクマオウがあります。次年度箇所にはリュウキュウマツがあります。

作成中のアノール柵


	スライド 1

